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芋の露
飯田蛇笏さんの名句「芋の露連山影を正し

うす」を思い出して、畑に行ってみました。
大きな葉には、露なのか雨なのか、大きな水
の玉が残っていました。やはたいもの葉です。
昔、釜無川の度重なる氾濫の結果、市の南

部にあたる地域には肥沃な砂質壌土が堆積
し、堤ができた以降、多くの優良な農産物を
育んできました。その代表的なものが、生産
する地域の名を冠して"やはたいも"とよばれ
ている里いもです。地肌が白く、他の産地に
ないきめ細かい繊維と粘り気が特徴。連作が
できないこともありブランド品として高い評
価を得ています。今、出荷の盛り。これから
の季節、煮物でも汁でも美味しく楽しめます。
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現
在
、
甲
斐
市
総
合
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合

計
画
審
議
会
は
も
と
よ
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
計
画
と
す
る
た
め
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
市
民

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
回
は
６
月
、
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
「
総
合

計
画
策
定
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
、
主
な
設

問
に
関
す
る
分
析
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

アンケートに協力していただいたみなさん

全人口72,755人（H17年 3月 1日現在）

該当人口56，688人（選挙人名簿登録者）

抽出数5,000人（20歳以上の男女・無作為）

有効回答数1,878人

回収率37.6％
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
回
答
者

本
人
の
状
況
の
ほ
か
、
次
の
項
目

で
実
施
し
ま
し
た
。

●
生
活
環
境
な
ど
に
対
す
る
満
足

度
に
つ
い
て

●
甲
斐
市
の
魅
力
や
将
来
の
イ
メ

ー
ジ
に
対
す
る
考
え

●
甲
斐
市
の
将
来
像
を
表
す
こ
と

ば
●
今
後
行
っ
て
い
く
施
策
や
事
業

に
つ
い
て

●
新
市
建
設
計
画
の
11
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
優
先
す
べ
き

も
の

●
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
留
意
す

べ
き
点

●
農
地
や
森
林
な
ど
の
開
発
に
つ

い
て

●
分
庁
方
式
に
つ
い
て

●
庁
舎
の
将
来
に
つ
い
て

●
市
内
の
公
共
交
通
機
関
の
あ
り

方
●
市
政
へ
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
　

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
（
区

や
組
に
つ
い
て
）

●
公
共
的
な
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て

●
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意
欲
を

高
め
る
方
法
に
つ
い
て
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現
在
、
甲
斐
市
南
部
の
玉
幡
地
区
に
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
玉
幡
地
区
拠
点
公
園
は
、
県
道
甲
府
南
ア
ル

プ
ス
線
（
通
称
ア
ル
プ
ス
通
り
）
沿
い
に
位
置
し
、
富

士
山
や
八
ヶ
岳
な
ど
周
り
の
美
し
い
山
々
を
眺
望
で
き

る
立
地
条
件
に
あ
り
ま
す
。

約
3.1
ha
の
園
内
は
、
80
メ
ー
ト
ル
×
80
メ
ー
ト
ル
の

芝
生
広
場
を
中
央
に
配
し
、
周
り
に
樹
木
や
花
壇
が
配

置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
芝
生
広
場
を
囲
む
よ
う
に
設
け

ら
れ
る
「
修
景
の
せ
せ
ら
ぎ
」
は
、
い
や
し
の
空
間
を

演
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
水

と
た
わ
む
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
ね
て
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
一
年
を
通
し

て
利
用
で
き
る
屋
内
プ
ー
ル
も
併
設
さ
れ
、
４
つ
の
プ

ー
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ
ム
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、
芝
生
広
場
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
、
ま
た
屋
内
プ
ー
ル
や
散
水
設
備
等
の
水
源
に
利
用

す
る
井
戸
水
は
、
飲
料
水
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
は
、
エ
コ（
環

境
保
全
）へ
の
取
り
組
み
で
す
。
園
内
に
設
置
さ
れ
る

時
計
塔
や
防
犯
灯
等
へ
の
電
力
は
太
陽
光
発
電（
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）に
よ
っ
て
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軽

減
さ
せ
る
一
方
、
災
害
の
際
、
停
電
に
な
っ
て
も
太
陽

光
発
電
を
活
用
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
役
立
て
る

こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
多
く
の
魅
力
と
機
能
を
兼
ね
備
え
た
玉
幡
地

区
拠
点
公
園
が
、
来
春
４
月
下
旬
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

・25ｍプール（写真：右）
アクティブに水泳を楽しめる25メ
ートルプールは６コースが配置され
る。
また、近くには円形で直径4ｍ、

水深60cmの子ども用プールも備え
られる。

・リラクゼーションプール（写真：左）
芝生広場や花壇、そして富士山を
眺望できるリラクゼーションプール
は、ジャグジーとマッサージベット
を備えた癒しの空間



7

[

施
設
概
要]

屋
内
プ
ー
ル

屋
内
プ
ー
ル
は
、
公
園
と
の
調
和
が
図
れ
る
よ
う
透
明
感
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
で
圧
迫
感
を
抑
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

構
造
は
、
一
部
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ほ
か
は
大
半
が
木
造
と
ガ
ラ
ス

壁
面
と
い
う
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
は
、
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
、
歩
行
用
プ
ー
ル
、
子
ど
も
用
プ
ー
ル
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ジ

ム
も
完
備
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
身
障
者
用
の
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
を
ま
と
め
た
専
用

の
更
衣
室
を
配
置
す
る
な
ど
、
幅
広
い
階
層
の
市
民
が
活
用
で
き
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
施
設
利
用
は
有
料
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
は
後
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

玉
幡
地
区
拠
点
公
園
と
屋
内
プ
ー
ル

が
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
、

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
愛
称
は
公
園
及
び
屋
内
プ
ー

ル
と
も
に
共
通
で
使
用
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
者

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
応

募
用
紙
（
最
寄
の
公
共
施
設
に
用
意
）

に
、
愛
称
名
と
そ
の
説
明
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送

ま
た
は
公
共
施
設
の
職
員
に
手
渡
す

か
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可
。

募
集
締
切

平
成
17
年
10
月
31
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

入
選
者
発
表

入
選
者
へ
の
連
絡
と
広
報
12
月
号
で

発
表
。

入
選
者
表
彰

竣
工
式
典
時
に
表
彰
と
記
念
品
を
贈

呈
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
９

・時を告げるエコ・タワー 太陽光発電で駆動。日中は
毎時カリオン（多数の鐘）が時を告げる。有事の際には停
電となった夜間でも、地域住民が避難場所として避難す
る際の目標物となるよう照明を採用するとともに、蓄電
された電気を非常用として活用可。

・歩行用プール 一周が約60メートルの歩行用プー
ルは、水中ウォーキングを楽しめるほか、腰や膝な
どの関節に負担がかからずリハビリテーションにも
最適
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現
行
制
度
で
は
、
同
じ
要
介
護
状
態
の
人
で
も
、
在
宅
生
活
の
人
と
施
設
に
入
所（
入
院
）さ
れ
て
い
る
人
で
は
費
用
負
担

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
在
宅
の
場
合
は
居
住
費（
家
賃
、
光
熱
水
費
な
ど
）や
食
費
は
本
人
が
負
担
し
て
い

る
の
に
対
し
、
施
設
に
入
所（
入
院
）し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
る（
食
材
費
を
除
く
）
か

ら
で
す
。（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
現
在
で
も
、
居
住
費
・
食
費
は
利
用
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
）

今
回
の
見
直
し
は
、
同
じ
要
介
護
度
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
給
付
と
負
担
が
公
平
と
な
る
よ
う
、
介

護
保
険
給
付
の
範
囲
を「
介
護
」に
要
す
る
費
用
に
重
点
化
し
、「
居
住
」や「
食
事
」に
要
す
る
費
用
は
、
保
険
給
付
の
対
象
外

と
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、そ
の
場
合
で
も
所
得
の
低
い
人
の
負
担
額
は
一
定
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
よ
う
、き
め
細
か
な
配
慮
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

「
居
住
費
」
や
「
食
費
」
は
、
保
険
給
付

の
対
象
外
と
な
り
、
在
宅
の
場
合
と
同
じ

よ
う
に
、
利
用
者
の
人
に
お
支
払
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

・
今
回
の
見
直
し
で
保
険
給
付
の
対
象
か

ら
外
れ
る
の
は
、
次
の
費
用
で
す
。

な
お
、
具
体
的
な
金
額
は
各
施
設
で
設
定

さ
れ
ま
す
。

１

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

２
　
所
得
の
低
い
人
は
居
住
費
・
食
費

の
負
担
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す

・
所
得
の
低
い
人
に
は
、
そ
の
段
階
（
利
用

者
負
担
段
階
）
に
よ
り
負
担
限
度
額
を
設
け

ま
す
。

・
施
設
に
は
平
均
的
な
費
用
（=

基
準
費
用

額
）
と
負
担
限
度
額
と
の
差
額
を
保
険
給
付

で
補
う
仕
組
み
（=

補
足
給
付
）
を
新
た
に

設
け
ま
す
。

制
度
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

居住費（滞在費）＋食費＋介護保険サービス利用額の1割
（制度改正による負担）

※具体的な金額は各施設で設定します。
また、利用者個人の状況、施設によっては、
これ以外に日常生活費等が掛かることがあります。

【利用者負担の例】

医
療
施
設
）
に
お
け
る「
居
住
費
」及
び

「
食
費
」

２

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
生
活

介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
）
に
お
け

る
「
滞
在
費
」
及
び
「
食
費
」

３

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）、
デ

イ
ケ
ア
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

に
お
け
る
「
食
費
」

１
「
居
住
費
」や「
食
費
」は
、介
護
保
険
の
給
付
の
対
象
外
に
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平
成
17
年
８
月
22
日
か
ら
26
日

ま
で
、
市
監
査
委
員
の
田
中
寿
雄

氏
、
石
橋
定
弘
氏
、
中
込
助
雄
氏

に
よ
る
平
成
16
年
度
の
決
算
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
１
日
の
合
併
後
、
甲

斐
市
と
し
て
の
は
じ
め
て
の
審
査

と
な
り
ま
し
た
が
、
予
算
執
行
と

こ
れ
に
併
う
業
務
に
つ
い
て
、
適

切
か
つ
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
29
日
か
ら
31
日
ま

で
、
併
せ
て
平
成
17
年
度
定
例
監

査
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
よ
る

決
算
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た

（
２
）社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負
担

軽
減
制
度
の
運
用
改
善

・
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
主
体
と

な
っ
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
訪

問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介

護
の
各
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
法
人
が

利
用
者
負
担
を
軽
減
し
た
場
合
、
国
や
地

人
自
治
体
が
そ
の
費
用
の
一
部
を
公
費
で

補
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）高
齢
夫
婦
世
帯
等
の
居
住
費
・
食
費

の
軽
減

・
利
用
者
負
担
第
４
段
階
の
場
合
で
も
、

高
齢
夫
婦
２
人
暮
ら
し
で
一
人
が
施
設
の

個
室
に
入
っ
た
場
合
に
、
在
宅
で
生
活
さ

れ
る
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
以
下
と
な
る

場
合
な
ど
に
は
、
居
住
費
・
食
費
を
引
き

下
げ
ま
す
。

（
４
）旧
措
置
入
所
者
の
負
担
軽
減

・
負
担
軽
減
措
置
に
よ
り
実
質
的
に
負
担

軽
減
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
居

住
費
・
食
費
に
関
す
る
見
直
し
後
も
、
こ

れ
ら
の
費
用
負
担
を
含
め
た
負
担
水
準
全

体
に
つ
い
て
、
措
置
制
度
の
と
き
の
負
担

水
準
を
越
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
軽
減

措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

高
齢
福
祉
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
６

３
　
こ
の
ほ
か
の
所
得
の
低
い
人

に
関
す
る
制
度

（
１
）高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直
し

・
現
在
、
保
険
給
付
の
１
割
は
利
用
者
の

人
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
１

【利用者負担の例】
１ 利用者負担第3段階の人が『多床室（相部屋）』を利用した場合

居住費　1.0万円　＋ 食費　2.0万円　＋ 介護保険サービス利用額の1割
（制度改正による負担） （制度改正による負担）

２ 利用者負担第2段階の人が『ユニット型個室』を利用した場合
居住費　2.5万円　＋ 食費　1.2万円　＋ 介護保険サービス利用額の1割
（制度改正による負担） （制度改正による負担）

※それぞれ、利用者の負担には利用者個人の状況、施設によっては、
これ以外に日常生活費等が掛かることがあります。

割
負
担
の
合
計
額
が
一
定
の
上
限
額
を
超

え
た
場
合
に
は
、
超
え
た
分
が
申
請
に
よ

り
払
い
戻
さ
れ
る
仕
組
み
（=

高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）
が
あ
り
ま
す
。

・
利
用
者
負
担
第
２
段
階
の
人
に
つ
い
て

は
、
こ
の
負
担
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。



９
月
１
日
は
甲
斐
市
の
誕
生
し
た
日

で
す
。

市
で
は
、
こ
の
日
、
双
葉
ふ
れ
あ
い

文
化
館
ホ
ー
ル
で
市
制
一
周
年
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
に

は
、
関
係

者
約
３
０

０
人
が
列

席
。藤

巻
義

麿
市
長
が

「
本
年
度

は
、
市
民

の
皆
様
か

ら
合
併
に

対
す
る
評

価
が
問
わ

れ
る
年
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
市

の
自
然
環
境
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

活
力
あ
ふ
れ
、
人
に
優
し
い
ま
ち
を
創

造
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の

皆
様
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
行
政
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
推

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

表
彰
で
は
、
合
併
実
現
に
尽
力
し
た

こ
と
で
、
旧
竜
王
町
長
の
藤
巻
市
長
、

旧
双
葉
町
長
の
箭
本
徳
雄
助
役
、
旧
敷

島
町
長
の
故
長
田
政
明
さ
ん
に
総
務
大

臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
敷
島
町
長
の
故
長
田
政
明

さ
ん
に
は
、

市
政
功
労
表

彰
が
市
か
ら

贈
ら
れ
、
そ

の
ほ
か
市
表

彰
規
定
に
基

づ
き
、
長
年

行
政
発
展
に

尽
力
い
た
だ

い
た
み
な
さ

ん
58
人
に
有

功
・
優
遇
表

彰
が
、
地
域

活
動
を
積
極

的
に
行
い
地

域
発
展
に
貢

献
し
た
み
な

さ
ん
７
人
に

善
行
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し

た
。

1010
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市
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式
典
の
中
で
は
、
小
中
学
生
や
市

民
か
ら
募
集
し
た
市
民
憲
章
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

５
項
目
か
ら
な
る
こ
の
市
民
憲
章

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
言
葉

を
も
と
に
、
10
人
の
起
草
委
員
が
数

度
に
も
わ
た
る
審
議
を
経
て
、
８
月

10
日
に
市
長
に
報
告
さ
れ
た
も
の
。

こ
の
市
民
憲
章
制
定
の
上
で
の
基

本
的
な
考
え
方
を
中
込
豊
弘
教
育
長

が
説
明
し
、
出
席
者
全
員
で
市
民
憲

章
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

歴史と伝統と活力あるまち竜王・敷島・双葉がひ
とつになり、甲斐市は生まれました。
わたくしたちは、甲斐市民であることに誇りと責

任をもって、新しい文化を創造し、平和で住みよい
まちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。

わたくしたち甲斐市民は
○　緑豊かな　やすらぎのまちをつくります
○　命はぐくむ　すこやかなまちをつくります
○　笑顔あふれる　ふれあいのまちをつくります
○　知恵を出し合い　学びあうまちをつくります
○　しごとに励み　伸びゆくまちをつくります

式
典
の
一
環
と
し
て
、

世
界
的
な
建
築
家
、
安

藤
忠
雄
さ
ん
が
、「
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
式
典

参
加
者
の
ほ
か
事
前
の

申
し
込
み
を
し
た
み
な

さ
ん
な
ど
約
５
０
０
人

が
参
加
。

安
藤
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
築

物
や
自
分
自
身
の
作
品
な
ど
ス
ラ
イ

ド
１
３
０
枚
を
映
し
な
が
ら
「
自
分

た
ち
が
誇
れ
る
ま
ち
を
行
政
が
つ
く

っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
て
は
だ
め
。

住
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
、
身

近
な
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
設
計
に
携
わ
っ
て

い
る
Ｊ
Ｒ
竜
王
駅
に
つ
い
て
「
駅
だ

け
で
な
く
、
周
辺
が
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
整
備
さ
れ
て
こ
そ
生
き
る
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

安
藤
忠
雄
さ
ん
が
講
演
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※
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
か

ら
お
願
い

当
日
、
会
場
周
辺
の
道
路
は
非
常
に

混
雑
し
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
花
火
コ
ン

サ
ー
ト
終
了
後
、
竜
王
北
中
学
校
南
側

交
差
点
は
非
常
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、

国
道
20
号
線
へ
出
て
行
こ
う
と
す
る
車

は
、
公
園
北
側
の
市
道
を
通
行
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

・
日
時

10
月
10
日(

月
・
体
育
の
日)

午
前
８
時
〜
９
時(

雨
天
決
行)

・
集
合
時
間

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
内
芝
生

広
場
西
側
集
合

・
作
業
内
容

ご
み
拾
い
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
持
ち
物

軍
手
・
タ
オ
ル

※
ご
み
袋
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

※
雨
天
時
に
は
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
も
し
く
は
二
輪
車
等
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

遊
び
ど
こ
ろ
、
試
し
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ

ろ
…
…
数
々
の
催
し
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

中
で
も
見
ど
こ
ろ
は
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
花
火
コ
ン
サ
ー
ト
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
出
て
い
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
　
き

10
月
９
日（
日
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

赤
坂
台
総
合
公
園

(

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク)

内
　
容

・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ

ー
ム
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ

ー
レ
甲
府
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
ふ
わ
ふ
わ

な
ど

・
ド
ラ
フ
ェ
ス
目
玉
企
画
『
か
つ
お
一
本

１
０
０
円
』（
先
着
６
０
０
名
限
定
）

・
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り

・
子
供
た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
出
演

・
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

・
信
玄
太
鼓

・
各
種
出
店
ブ
ー
ス

・
音
と
光
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

『
花
火
コ
ン
サ
ー
ト
』

詳
し
く
は
案
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

（
商
工
観
光
課：

双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

（
竜
王
支
所
地
域
課：

竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
盛
り
沢

山
。
た
く
さ
ん
の
催
し
を
用
意
し
て
み

な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
　
き

10
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内
　
容

・
双
葉
中
学
校
吹
奏
楽
部

・
文
化
協
会
舞
踊
部

・
体
育
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

・
信
玄
太
鼓
保
存
会

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
リ
バ
テ
ィ

・
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ

ツ
ー
ト
ン
青
木

神
田
聖
子

・
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り

・
各
種
出
店
ブ
ー
ス

詳
し
く
は
案
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会（
商
工
観
光
課
双
葉
庁
舎

２
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

翌
日
会
場
清
掃
ボ
ラ
ン
ティ
ア
募
集
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安全・安心をめぐる背景
日本では、古くから「近所付き合い」とい

う習慣が根付き、お互い会えばあいさつをし、
声をかけ、町内に知らない者がいればすぐに
分かるというような仕組みが発達していまし
た。それは、地域のみなさんが無意識のうち
に行っていた自主防犯活動の一つだったと考
えられます。
しかし時代は変わり、近年、核家族化や少

子化が進み、生活様式も変わって、古くから
培われてきた「近所付き合い」という習慣は
徐々に薄れつつあります。

犯罪発生の現状
山梨県の犯罪発生件数(刑法犯認知)は、平

成８年以降増加を始め、平成14年には過去
最多を数えました。その後、２年連続で減少
したものの、平成16年には10年前の約1.5
倍となっており、また、甲斐市内でも1,060
件の発生と依然として高い水準にあります。

犯罪の未然防止という視点へ
犯罪の増加には、主として、地域社会にお

ける連帯感の希薄化、規範意識やモラルの低
下、有害情報の氾濫などが考えられています。

犯罪を未然に防止するということは、犯罪
が起こりにくい環境づくりということになり

ますが、言い換えれば｢犯罪者が犯行をあきら
めるような地域｣づくりを行うことになりま
す。つまり、防犯性が高い、犯行ができない
と犯罪者に感じさせる心理的なバリア効果を
図ることになります。

〈犯罪者が犯行をあきらめる状況〉
・ 住民の意識が高い環境

→通報されるかもしれないという心理
・ 見通しがよい環境

→見つかるかもしれないという心理
・ 自由に立入りできない環境

→被害者(物)に近づけないという心理
・ 防犯対策を講じている環境

→犯行に時間がかかるという心理

気軽に
気負わず、肩ひじ張らず、日常生活
の一部として気楽にやりましょう。

気長に

短期間では、パトロールの効果
は表れないものです。気長に続
ければ、やがて気づかないうち
に防犯の輪が広がり、犯罪の起
こりにくい環境がつくり出され、
犯罪発生が減少していきます。

危険なく

せっかくパトロールをし
ても、事故にあったりけ
がをしたのでは、継続す
ることが難しくなってし
まいます。危険なことを
する必要はありません。

パトロールの
ポイント

できる範囲で

無理せず、みなさんのできる範囲
（時間帯・場所）でパトロールし
ましょう。何事も苦痛になったの
では、長続きしないものです。
朝の散歩や犬の運動をする際、

仲間を誘って２～３人で「パトロ
ール中」のタスキをかければ、立
派な防犯パトロールです。



人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸
籍
が
あ
る

よ
う
に
、
土
地
に
関
す
る
記
録
を
地
籍
と

い
い
ま
す
。

し
か
し
、
明
治
時
代
に
行
わ
れ
た
土
地

調
査
の
結
果
を
基
礎
と
し
て
各
土
地
が
記

録
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
各
土
地
等
の

面
積
な
ど
に
正
確
性
を
欠
い
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

こ
の
た
め
境
界
の
決
定
な
ど
の
際
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
土
地
管

理（
利
用
）の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
に
も
、

明
確
な
地
籍
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
す
べ
て
の
土
地
所
有
者
、

地
番
、
地
目
、
面
積
を
調
査
し
、

近
代
的
な
測
量
技
術
に
よ
り
、

正
確
な
面
積
の
把
握
と
精
度
の

高
い
地
図
を
作
成
し
、
土
地
に

関
す
る
紛
争
の
防
止
、
そ
の
他

多
目
的
に
調
査
結
果
を
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
地

籍
調
査
事
業
で
す
。

本
年
度
は
下
福
沢
地
番（
村

添（
甲
）・
桃
ノ
木
平
・
大
東
・

小
東
・
大
屋
･
下
屋
敷
・
上
之

坂
・
上
川
原
）を
一
筆
地
調
査

区
域
と
し
、
事
業
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。

下
福
沢
第
２
地
域
の
一
筆
地

現
地
立
会
い
は
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

実
施
予
定
で
す
。

14

「秋・冬のバラ管理」
５月から咲き始め

たバラには、霜が降
るまで咲いているも
の（四季咲き性）があ
ります。花が咲いて
いるうちは病害虫防
除や水、肥料の管理に気を配りますが、花
が終ると手入れがおろそかになりがちです。
落葉前の管理次第で、来年春の花の映えが
違ってきます。
永年性の樹木類は全て、秋に蓄積された

根の養分が春の出芽からの生長を賄います。
生長するにしたがい、新たに根から吸収さ
れた養分や葉で作られた養分がこれに代り
ますが、出芽時に養分の多い方が花は大き
く、鮮やかに咲きます。
根を太らせ蓄積する養分を作るのは、霜

が降る（甲府の初霜平年値10月30日）までの
「葉」です。葉の活力を高めるために、肥料
（礼肥）を施しましょう。10月の上～中旬に、
地植えは１株当り化成肥料70～100ｇ、ま
たは鶏糞200～300ｇを地面に撒き、除草
を兼ねて土と混合します。有機質肥料は分
解が遅いので、礼肥には不向きです。鉢植
には地植えの半量とし、根を切らない程度
に表土と混合します。
葉を健康に保つためには病害虫防除も大

切なので、落葉するまでは今まで通りに注
意してください。病気が発生すると胞子が
枝に付着したまま越冬し、来年の発病につ
ながります。また、花を楽しんだ後の花カ
スは、早めに採り除きます。種子を成熟さ
せるには、開花以上の養分が消耗されるか
らです。

このコーナーは、ガーデニングを楽しん
でいる、また始めてみたいという人の相談
や疑問に、市の園芸アドバイザーがお答え
します。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

地
籍
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め
て
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く
う
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で
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定
お
よ

び
境
界
点
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、
現
地
立
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、

閲
覧
時
に
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け
る
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界
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の
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線
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正

か
ど
う
か
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確
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ど
、
み
な
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ん
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お

手
数
を
お
か
け
す
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す
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査
を
行
う
た
め
に
も
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
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い
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す
。
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地籍調査事業への
ご理解とご協力を
おねがいします

境
界
杭
設
置
・
境
界
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　10月20日（木）

・学校体育施設（11月分） 午後７時～
・社会体育施設（12月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　10月25日（火）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（11月分）
・社会体育施設（12月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。カ
ギ等の貸出方法が変更になっていますのでご注意く
ださい。
※敷島総合運動公園多目的運動場については芝生養
生のため12月１日～３月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

ヴァンフォーレ甲府
全県ホームタウン化記念ホームゲーム無料ご招待

ヴァンフォ
ーレ甲府の全
県ホームタウ
ン化を記念し
まして、ひと
りでも多くの
市民のみなさ
んに試合を観

戦していただくため、次の日程で招待事業を実施
いたします。
みなさん、ぜひこの機会に地元プロサッカーチ

ームの迫力ある試合を観戦してください。
日　時　11月６日（日）

ヴァンフォーレ甲府 VS 湘南ベルマーレ
場　所　小瀬スポーツ公園陸上競技場

午後２時キックオフ（開門午後０時30分）

対象者　市内在住者（先着500名）
申込方法 スポーツ振興課窓口で申込用紙に必要

事項（住所・氏名・電話・年齢層・性
別）を記入。（その場で招待券を配布）

※電話・FAXなどの受付はできません。
※個人は６枚、団体は30枚まで申込可。
受付期間 10月12日（水）～11月４日（金）

（土・日・祝祭日は除く）
午前９時～午後５時

■申し込み・問い合わせは･･･
教育委員会スポーツ振興課 0551（20）3656

市内支部対抗軟式野球大会
市内26支部が参加

し、７月25日（月）に
開幕した市内支部対
抗軟式野球大会。９
月４日（日）に敷島総
合公園運動場にて準
決勝・決勝が行われ
ました。この日は最
終日にふさわしい好
ゲームとなりました。
結果は次のとおりで
す。
優　勝　下八幡１・３区（下写真）
準優勝　下八幡２区
第３位　境区、双葉７区　

カヌー体験教室報告
８月14日（日）、20日（土）の２日間、上九一色村

精進湖カヌー場において、30名が参加しカヌー体
験教室が行われました。
山梨県カヌー協会の指導により、カヌー初体験

の子どもたち
もみるみる上
達し、今年の
夏の良い思い
出になりまし
た。
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●８月20日、21日
竜王南部公民館まつり　

８月23日●
子育てひろばとファミリーサポート
センターがオープン

●８月22日、23日チビッコ起業家セミナー

竜王図書館で朗読会「おきらく亭」特別版が開催。
朗読サークルねの会が主催するこの朗読会。朗読
した作品は「戦後50年　学童疎開の子どもたち」、
「人体の言い分」などの４作品。涙あり、笑いあ
りの構成に会場に訪れた約140人の観衆は１時間
30分の朗読を充分楽しんだ様子でした。

甲斐市商工会主催、小学生を対象とした標記セ
ミナーが開催されました。参加した子どもたち
はグループに別れて
会社を設立。取扱う
商品も自分たちで作
り、利益を考えて価
格設定をし、PRし
てみんなに売りま
す。赤字にならない
ようにしなければな
りません。みんな初
めての体験にドキド
キでした。

後沢体験農園でそばの種まきがおこなわれまし
た。市内外から応募した約40人が集まり、それ
ぞれの区画で種まきに汗を流しました。ほとん
どの人が初体験。地元の農家の人から手ほどき
を受けながら、鍬でうねをつくりそばの種をま
きました。東京から会社の仲間4人で取り組ん
だ参加者は「とても気持ちがよい。なんと言っ
ても収穫が楽しみです。そばは社員みんなで食
べたいです」と話していました。

●８月20日　ソバの種まき

乳幼児を持つ親に
子 育 て へ の 負 担
感・不安感の解消
を支援するために
整備を進めてきた、
「子育てひろば」と
「ファミリーサポー
トセンター」が、
敷島第２庁舎にオ
ープン。「子育てひ
ろば」プレイルーム、授乳室も用意された食堂、子育ての悩
みなど育児相談できる相談室、職員が常設する事務室を設置。
ファミリーサポートセンターは、子どもを預けたい人のニー
ズを聞き、預かることができる人を紹介する仲介事業を行う
ものです。

●８月23日　おきらく亭特別版　

このまつりは、公民館を利用しているグ
ループや周辺の自治会（区）が中心とな
って開催しているもの。初日は、開会式
の後、舞台発表が行われ、当公民館で活
動しているみなさん30組が踊りや歌など
を披露しました。また、各部屋では、水

彩画や盆栽、
書道などの作
品展示が。ロ
ビーでは、今
回初めての試
みとして、小
学生がお茶を
点てるコーナ
ーを設置。浴
衣姿の竜王南
小学校の子ど
もたち８人が
交替でお客さ
んに対応しま
した。
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●９月２日　スクールバスの引渡し式　

●９月７日
青色パトロールカー出発式

爆笑ライブ　９月３日●

敷島北小学校に通う山間部地域
の児童が利用するスクールバス
の老朽化に伴い、新規購入しま
した。新しいバ
スは市章の色彩
を使用し、乗車
時に低学年の児
童にも乗りやす
いよう、車両の
前方が低くなる
装備など安全対
策が施されてい
ます。

双葉ふれあい文化館ホールで、「爆笑ライブ」を開催。
パペット・マペット、エレキコミック、磁石、どきど
きキャンプ、髭男爵の５組が笑いを振りまきました。
会場には、多くの小学生を含む約400人の観客がつめ
かけました。最近テレビで大活躍のみなさん、ステー
ジではアドリブで会場の子どもたちとやり取りをする
など、「生の笑い」が楽しめたひとときでした。

甲斐市になってから初めての一斉防災訓練が行われました。
朝８時のサイレンを合図に、125の自治会（区）、101の会場で10,872人のみ
なさんが参加。消火器訓練、消火栓訓練、救急訓練、炊出訓練などが消防団

員の指導の元で実
施されました。
（写真右は、簡易
浄水器による飲料
水の確保の訓練）

(財)全国防犯協会連合会から宝くじ協会の助
成事業を活用した「青色回転灯を装備した防
犯パトロールカー」(通称：青色防犯パトロ
ールカー)が (財)山梨県防犯協会を通じて甲

斐市に寄贈
されました。
10月から

正 式 稼 動 。
青色回転灯
を点灯させ
ながら巡回
活動などを
実施します。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

●８月28日　市内一斉防災訓練
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子育てひろば
毎週、水曜日・金曜日は、子育て教室「ぽけっと

ひろば」（午前10時30分～11時）を開催しています。
リズムあそび、わらべうたやミニシアターなど、

親子で一緒に楽しみましょう。
食堂、授乳室も完備、自由に食事をしたり、プレ

イルームで楽しく遊んでいただけます。

ファミリー・サポート会員を募集しています

●保育園のお迎えをお願いしたい……
●病院に行く時間だけ、子どもをみていてほしい……
●……そんな方の手助けをしたい。など

■問い合わせは…
〒400－0123 甲斐市島上条1251
子育て支援課（敷島第２庁舎）
055（277）1762（ファミリー・サポート・センター）
055（277）1260（子育てひろば)

開館時間　午前９時～午後６時
休館日　　日・月・祝祭日

合同で児童館まつりを開催
敷島みなみ児
童館、敷島ふ
れ あ い 児 童
館、敷島なか
よし児童館の
３館合同の児
童 館 ま つ り
が、敷島体育
館で行われ約

600人が集まりました。
会場には、風車づくり、スナックゴルフ、カロ

ーリング、バズーカづくり、ボーリングなど11の
コーナーが設けられました。これは、民生・児童
委員、愛育会、母親クラブ、ライオネスクラブの
みなさんが準備し、担当しているもの。
風車を作るコーナーで子どもは、「難しかった

けど、うまくできてうれしい」と自分で作った風
車に息を吹きかけ、くるくると回ることに喜んで
いました。

各種吹奏楽大会に出場
第11回西関東吹奏楽コンクール　竜王北小学校
第11回西関東小学校バンドフェスティバル　敷島南小学校
第11回西関東吹奏楽コンクール　敷島中学校
（結果：金賞、第53回全日本吹奏楽コンクールに出場決定）

第11回西関東マーチングコンテスト　竜王北中学校
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竜王会場
○上映会
日時　10月30日（日）午後２時開演

（午後１時30分開場）
内容 『きみに読む物語』2004年/

米/123分/字幕　監督/ニッ
ク・カサヴェテス　主演/ラ
イアン・ゴズリング　他

○講座と琵琶で語る平家物語
日時　11月３日（木）午後１時30分

開演（午後１時開場）
出演　五味文彦氏（東京大学教授）

清水えみ子氏
○おはなしおりがみ

（おりがみ教室）
日時　11月３日（木）午後２時から
○朗読をあなたに
日時　11月５日（土）午後７時開

演（午後６時30分開場）
出演　清水章子氏、横内藤子氏ほか
○フリーマーケット出店グループ募集
お宅で眠ってる本、雑貨、衣類な
ど出店してみませんか。
日時　11月５日（土）、６日（日）午前

10時～午後５時 ※雨天中止
募集グループ数　各日10組
出店受付 10月15日（土）午前10時　　

から（定数になり次第締切）
○古本と雑誌のバックナンバー市
日時　11月５日（土）、６日（日）

午前10時～午後５時
内容　古本と雑誌のバックナンバー

（2001年4月～2002年3月）

どれでも10円でどうぞ
○魔女のおはなしパーティー
日時　11月６日（日）午後２時開演

（午後１時30分開場）
内容　人形劇、英語であそぼう

工作「魔女のパペット」ほか　
出演　アリスの部屋・職員
○愛子さんのむかしばなし
日時　11月５日（土）午後２時
内容　甲州弁の語り「甲斐市のむ

かしばなし」、お手玉をつか
ったわらべうた

出演　藤巻愛子氏
■問い合わせは…竜王図書館

０５５（２７８）０８１１

敷島会場
○ライライくんのおはなし劇場
日時　10月29日（土）午後２時開演

（午後１時30分開場）
場所　敷島総合文化会館視聴覚室
内容　手袋人形、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアター、手
話、紙芝居、上映会「こぎ
つねコンとこだぬきポン」

出演　ライライの会、職員
○上映会
日時　10月30日（日）午前10時開

演（午前９時30分開場）
場所　敷島総合文化会館 大ホール
内容　『きみに読む物語』2004年

/米123分/字幕　監督/ニッ
ク・カサヴェテス　主演/ラ
イアン・ゴズリング　他

日時　11月６日（日）午後２時開演
（午後１時30分開場）

場所　敷島総合文化会館 大ホール

内容　「シャル・ウィ・ダンス？」
2004年/米/106分/字幕
監督/ピーター・チェルソム
出演/リチャード・ギア　他

■問い合わせは…敷島図書館
０５５（２７７）９９５５

双葉会場
○上映会
日時　11月３日（木）午前10時30

分開演（午前10時開場）
場所　双葉図書館視聴覚室
内容　「じゃじゃ馬馴らし」1929

年/米/66分/字幕　監督/サ
ム・テイラー　出演/メアリ
ー・ピックフォード　他

日時　11月５日（土）午後２時30分
開演（午後２時開場）

場所　ふれあい文化館大ホール
内容　「シャル・ウィ・ダンス？」

2004年/米/106分/字幕
監督/ピーター・チェルソム
出演/リチャード・ギア　他

○おはなし会
日時　11月５日（日）午後１時30分

開演（午後１時開場）
場所　ふれあい文化館リハーサル室
内容　読み聞かせ、ペープサート

など
出演　ポラン、ピッピの会、職員
○「こどもにすすめたい本」と「一
般向け秋にすすめたい本」の展示
期間10月27日（木）～11月９日（水）
■問い合わせは…双葉図書館　

０５５１（２０）３６６9

本
の
貸
出
し
限
度
冊
数
が
２
倍
に

10
月
１
日
か
ら
市
立
図
書
館
の
電
算
が
統
合
さ
れ
、
新

シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
の
貸
出
し

冊
数
の
拡
大
や
検
索
、
予
約
等
に
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
新
た
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス

そ
の
１

市
内
図
書
館
共
通
利
用
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ

り
、
従
来
一
人
10
冊
以
内
だ
っ
た
図
書
の
借
り
受
け

を
20
冊
以
内
に
拡
大
。

そ
の
２

借
り
受
け
し
た
図
書
は
、
市
内
い
ず
れ
の
図
書

館
で
も
返
却
が
可
能（
市
外
図
書
館
相
互
貸
借
資
料
及

び
Ａ
Ｖ
資
料
は
除
く
）。

そ
の
３

予
約
図
書
の
受
け
取
り
館
の
指
定
が
可
能
。

そ
の
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や
携
帯
電
話
（
一
部
利
用

で
き
な
い
機
種
が
あ
り
ま
す
）
か
ら
の
市
内
図
書
館

の
蔵
書
検
索
、
予
約
サ
ー
ビ
ス（
予
約
数
に
は
制
限
あ

り
）が
可
能
。

そ
の
５

ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
た
予
約
受
付
完
了
通
知
及
び

予
約
可
能
の
お
知
ら
せ
が
自
動
配
信
に
て
可
能
。

そ
の
６

Ｓ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス（
ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
択

的
情
報
配
信
）が
可
能
。
利
用
者
の
興
味
あ
る
分
野
の

書
籍
に
係
る
新
着
情
報
を
ｅ
メ
ー
ル
を
使
い
自
動
的

に
本
人
へ
配
信
。

そ
の
７

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
館
内
利
用
者
用
端

末
に
て
、
利
用
者
自
身
の
借
り
受
け
状
況
、
予
約
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
す
べ
て

図
書
館
の
窓
口
で
申
込
手
続
き
が
必
要
で
す
。

こ
の
他
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
か
ら
年
次
計

画
に
よ
り
市
内
全
小
中
学
校
図
書
室
と
全
図
書
館
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。
構
築
さ
れ
た
後
は
、
児
童
、

生
徒
が
自
校
の
図
書
室
か
ら
全
学
校
図
書
室
及
び
全
図
書

館
の
蔵
書
検
索
や
予
約
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

～ライブ・フェスタ・甲斐 2005～

図書館まつり

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
大
幅
に
拡
大
し
ま
す
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開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

10月のおやすみ　定例休館日　3 日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）
31日（月）

月末整理日　28日（金）

日時 10月15日（土）
午前10時30分～11時30分

テ ー マ よく見て見て
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 10月１日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 10月６日（木）、20日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 10月６日（木）、20日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょか
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 10月15日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 10月13日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 10月８日（土）、22日（土）

聞いて味わう本の世界。どなたで
モお気軽にご来店ください。
日時　10月20日（木）

午後１時30分～
場所　竜王図書館会議室
メニュー　「猫の手」赤川次郎　著、

「ネックレス」ギィ・ド・
モーパッサン　著ほか

板前　ねの会
助っ人板前　彩の会、クロスポイン

ト

日時 10月13日（木）、27日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 １歳半～３歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 10月８日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 10月1日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアタ

ーなど

日時 10月16日（日）午前10時開
演（午前９時30分開場）

場所 敷島総合文化会館　視聴覚
室

日時 10月16日（日）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所 竜王図書館　2階視聴覚室　　
内容 『レーシング　ストライプ

ス』2004/米/146分/吹替
え　監督/フレデリック・
デュショー　出演/フラン
キー・ムニッズ他

図書館共通利用カードを受け
取るためには、図書館備え付け
の申請書と下記のものが必要と
なりますので必ずお持ちくださ
い。（ただし、再発行に該当す
る場合は、従来どおり100円の
実費をいただきます。）
・免許証及び保険証等住所を証
明するもの（ただし、家族に
ついてはどなたか一人の証明
で受け付けます）

・現在お持ちの市内３館（竜
王・敷島・双葉）の図書館利
用カード

配布日10月１日（土）～

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書
をお届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
24日（月）から28日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

おはなしのもり

上映会のお知らせ

朗読のおいしいお店
おきらく亭

共通利用カードについて
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メ
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
み
な
さ
ん

今
月
は
「
受
給
者
証
」
の
更
新
月
で
す

現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証
が
10

月
31
日
（
月
）
で
有
効
期
限
と
な
り
ま
す

の
で
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
お
知
ら
せ
を
送

付
し
ま
す
の
で
次
に
よ
り
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

・
受
給
者
証
（
黄
色
の
カ
ー
ド
）

・
受
給
者
証
更
新
申
請
書
（
必
要
事
項
を

記
入
の
上
）

・
健
康
保
険
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
保

健
福
祉
手
帳
、
障
害
年
金
証
書
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
い
ず
れ
か

該
当
す
る
も
の

・
印
鑑

・
満
65
歳
以
下
の
人
は
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
１
月
１
日
以
降
の
甲

斐
市
転
入
者
は
前
年
中
の
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す

更
新
期
間

10
月
13
日
（
木
）
〜
10
月
31

日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

甲
斐
市
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

戦
没
者
の
追
悼
と
、
平
和
を
祈
念
し

て
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
列
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
カ
ー
ド
に
暗
証
番
号
を
登
録
し

て
頂
く
と
自
動
交
付
機
で
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
非
課
税

証
明
書
が
取
れ
ま
す
。

竜
王
・
敷
島
・
双
葉
庁
舎
の
入
り
口

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
自
動
交
付
機
稼
動
時
間

平
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
７
時

土
、
日
、
祝
日

午
前
８
時
45
分
〜
　
　

午
後
５
時

※
た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は

停
止
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
庁
舎
市
民
課

０
５
５
（
２
７

８
）
１
６
６
４
　
敷
島
庁
舎
市
民
課

０

５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
２
　
双
葉
庁
舎

市
民
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
０
　

排
水
管
の
清
掃
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て

最
近
「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し

た
」「
排
水
管
の
清
掃
や
点
検
は
法
律
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
強
引
に
勧
誘
し
、

宅
地
内
の
排
水
管
を
清
掃
し
て
、
多
額

の
代
金
を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
っ
せ

ん
行
為
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

排
水
管
の
清
掃
や
修
理
は
、
個
人
の
判

断
で
行
う
も
の
で
す
。
不
審
な
業
者
だ

な
と
思
っ
た
ら
、
市
役
所
職
員
が
携
帯

す
る
身
分
証
明
書
を
提
示
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

排
水
管
は
、
定
期
的
に
清
掃
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
快
適
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
清
掃

が
必
要
な
状
況
な
の
か
、
良
く
考
え
て

か
ら
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

清
掃
が
必
要
な
状
況
か
判
断
し
か
ね

る
場
合
は
、
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
下
水
道
課（
竜
王
庁

舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
０

水
道
工
事
は
、
甲
斐
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
で

水
道
工
事
を
す
る
と
き
は
、
甲
斐
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い

で
指
定
以
外
の
工
事
業
者
に
依
頼
し
て

し
ま
う
と
、
法
律
、
条
例
で
給
水
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
は
、
お
気
軽
に
水
道
局
工
務
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
（
水

道
局
２
階
）

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７

３
４

平
成
18
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

〜
甲
斐
市
か
ら
転
出
さ
れ
て
い
る
成
人

対
象
者
と
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
へ
〜

新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
月
、

現
住
所
へ
式
典
出
席
確
認
の
通
知
を
送

付
し
ま
す
。
11
月
下
旬
頃
ま
で
に
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
式
典
は
、
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
〜
　

式
典
　
午
前
10
時
〜

開
催
場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

甲
府
都
市
圏
交
通
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

甲
府
都
市
圏
の
交
通
特
性
を
把
握
す

る
た
め
、
山
梨
県
は
、
10
月
か
ら
11
月

山
梨
県

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 
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に
か
け
て
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実

態
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
み
な
さ
ん
が
日
頃
の

生
活
の
中
で
、
自
動
車
、
バ
ス
、
鉄
道

な
ど
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う
に
移
動
し

て
い
る
か
、
人
の
動
き
の
実
態
に
つ
い

て
調
査
す
る
も
の
で
、
今
後
の
都
市
交

通
施
策
に
活
用
す
る
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

調
査
対
象

市
内
か
ら
無
作
為
に
選
ん

だ
４
、
０
０
０
世
帯
（
対
象
と
な
っ

た
世
帯
に
は
、
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
連

絡
し
ま
す
）

調
査
内
容

平
日
の
あ
る
１
日
に
「
ど

ん
な
目
的
で
、
ど
ん
な
交
通
手
段
で
、

ど
こ
に
移
動
し
た
か
」
な
ど
。

調
査
方
法

調
査
員
が
対
象
と
な
っ
た

世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
へ
の
ご
記

入
を
お
願
い
し
、
後
日
、
調
査
員
が

回
収
に
伺
い
ま
す
。

■
調
査
主
体
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
土
木
部
都
市
計
画
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
１
５

あ
な
た
の
発
見
を
、
み
ん
な
の
安
全
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
金
属
片
に
つ
い
て

は
、「
防
護
柵
へ
の
付
着
金
属
片
調
査
委

員
会
」
に
よ
る
成
分
分
析
等
の
調
査
に

よ
り
、
付
着
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
車
の

接
触
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ほ
ぼ
全
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
市
内
に
お
け
る
定
期
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等

へ
の
金
属
片
の
付
着
な
ど
を
発
見
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

ん
も
金
属
片
の
発
見
、
ま
た
は
、
車
の

接
触
事
故
な
ど
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
損

傷
し
た
場
合
は
、
安
全
の
た
め
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

下
水
道
責
任
技
術
者

認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す

る
人
が
必
ず
、
必
要
で
す
。
こ
の
試
験

は
、
責
任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認

定
す
る
も
の
で
す
。

平
成
17
年
度
の
認
定
試
験
は
、
次
の

日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
３
日
（
月
）
〜
10
月
14
日
（
金
）

講
習
会

11
月
２
日
（
水
）

場
　
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市
大

津
町
）

試
　
験

11
月
13
日
（
日
）

場
　
所

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市
大

津
町
）

申
込
用
紙
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

・
甲
斐
市
下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２

階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

・
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
南
巨
摩
郡
増

穂
町
長
沢
１
７
９
０
）

０
５
５
６

（
２
２
）
８
５
１
１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
財
団

法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１

７
）

０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８

峡
中
地
区
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
人
材
募
集

県
で
は
、
だ
れ
も
が
身
近
で
気
軽
に

楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
い
て
経
験
や
知
識
・
技
術

を
お
持
ち
の
人
た
ち
に
、
生
涯
学
習
の

指
導
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
を
設

置
し
、
指
導
者
の
紹
介
・
派
遣
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
指
導
者
と
し
て
「
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」
に
登
録

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
市
町
教
育
委
員
会
・
公
民
館
に
募

集
チ
ラ
シ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く

だ
さ
い
。（
随
時
受
付
）

■
問
い
合
わ
せ
…
峡
中
教
育
事
務
所

社
会
教
育
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
３
６
２
１

母
と
子
の
遊
び
教
室

１
歳
７
か
月
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
お
母
さ
ん
。
育
児
に
対
す

る
悩
み
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
同
じ
く
ら
い
の

お
子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
と
情
報
交

換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
「
ち
び
っ
こ

は
う
す
」
の
先
生
も
み
え
ま
す
よ
。

対
　
象

１
歳
７
か
月
か
ら
３
歳
く
ら

い
ま
で
の
保
・
幼
稚
園
入
園
前
の
親

子
20
組

日
　
時

10
月
27
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

竜
王
北
部
公
民
館
和
室
　

講
　
師

松
本
　
恵
子
さ
ん
（
ち
び
っ
こ

は
う
す
）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

10
月
11
日
（
火
）
〜
10
月
24

日
（
月
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８
　

消
費
者
問
題
出
前
講
座

悪
質
な
「
訪
問
販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
」
に
よ
る
消
費
者
被
害
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
問
題
の
対
応
策
の
一

環
と
し
て
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
し
た
消
費
者
問
題
出
前
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
28
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
　
場

竜
王
北
部
公
民
館

定
　
員

20
人

申
　
込

10
月
11
日
（
火
）
か
ら
電
話

に
よ
る
受
付
を
行
い
ま
す
。
定
員
に

な
り
次
第
締
切
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県

山
梨
県
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市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

親
子
で
遊
ぶ
・
学
ぶ

「
遊
び
の
実
践
講
習
会
」

子
ど
も
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
遊
び
」。

こ
の
「
遊
び
の
実
践
講
習
会
」
は
青

少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議
主
催
、
甲
斐

市
民
会
議
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

派
遣
講
師
の
指
導
の
も
と
、
親
子
や
年

齢
の
異
な
る
子
ど
も
同
士
が
様
々
な
遊

び
を
体
験
し
な
が
ら
、
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日

は
保
護
者
向
け
の
講
習
会
も
実
施
し
ま

す
。

日
　
時

11
月
19
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
　
所

竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー

定
　
員

市
内
在
住
の
親
子
20
組
（
子

ど
も
は
概
ね
５
歳
〜
８
歳
）

申
込
方
法

10
月
５
日（
水
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉
公
民

館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

高
齢
者
教
養
講
座
「
木
工
教
室
」

甲
斐
市
で
は
高
齢
者
生
き
が
い
事
業

の
一
環
と
し
て
、
木
工
教
室
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
世
界
に
ひ
と

つ
し
か
な
い
手
作
り
の
作
品
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。（
全
６
回
）

第
１
回

11
月
２
日
（
水
）

内
　
容
　
木
で
作
る
カ
ブ
ト
ム
シ

第
２
回

11
月
30
日
（
水
）

内
　
容
　
ビ
ー
玉
を
使
っ
た
迷
路

第
３
回

12
月
14
日
（
水
）

内
　
容
　
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
・
ペ
ン
ダ
ン
ト

※
第
４
回
〜
第
６
回
に
つ
い
て
は
、
日

程
・
内
容
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
２
時
間
30
分
）

場
　
所

双
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

甲
斐
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者

講
　
師

田
中
　
旻
さ
ん

定
　
員

各
回
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

参
加
料

各
回
ひ
と
り
５
０
０
円

服
　
装

作
業
の
で
き
る
服
装

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会
双
葉
支
所

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
０
０

第
４
回
「
信
玄
堤
ウ
オ
ー
ク
２
０
０
５
」

あ
な
た
も
悠
久
の
ロ
マ
ン
を
歩
き
甲

斐
の
治
水
術
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
４
回
目
と
な
り
ま
す
信
玄
堤
ウ
オ

ー
ク
が
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事

務
所
、
甲
斐
市
ほ
か
関
係
団
体
の
共
催
、

後
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

信
玄
堤
を
中
心
に
「
信
玄
公
の
治
水

施
設
」
を
巡
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
は
甲
斐
市
信
玄
堤
公
園
で
、
コ
ー

ス
は
３
コ
ー
ス
用
意
し
ま
し
た
。

６
・
５
㎞
コ
ー
ス
は
、
信
玄
堤
公
園

か
ら
釜
無
川
河
川
公
園
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
を
開
国
橋
で
折
り
返
し
、
11
・
５

㎞
コ
ー
ス
は
、
信
玄
堤
公
園
か
ら
御
勅

使
川
沿
い
に
韮
崎
竜
岡
将
棋
頭
で
折
り

返
し
ま
す
。
16
・
５
㎞
コ
ー
ス
は
、
御

勅
使
川
右
岸
沿
い
に
御
勅
使
南
公
園
、

白
根
将
棋
頭
、
御
勅
使
川
左
岸
沿
い
に

竜
岡
将
棋
頭
を
通
り
、
信
玄
堤
公
園
に

戻
り
ま
す
。

健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。（
中
学
生
以
下
の
人
と

障
害
者
の
人
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
）

な
お
、
当
日
は
、
や
は
た
い
も
煮
汁

を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

「
小
雨
実
施
・
雨
天
中
止
」
当
日
の
Y

B
S
ラ
ジ
オ
（
６
時
50
分
･
７
時
50
分
の

ニ
ュ
ー
ス
）
で
実
施
の
有
無
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時

10
月
29
日
（
土
）

受
付
開
始

午
前
８
時
15
分
　

開
会
式

午
前
９
時
（
準
備
運
動
）

ス
タ
ー
ト

午
前
９
時
30
分
　

終
了
予
定

午
後
３
時
　

集
合
場
所

信
玄
堤
公
園

駐
車
場
　

信
玄
堤
公
園
臨
時
駐
車
場
、

竜
王
北
中
学
校
（
誘
導
員
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
）

参
加
料

無
料
（
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
）

※
保
険
証
・
雨
具
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

山
梨
県
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さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

０
５
５
（
２
７
６
）
７
２
１
４

山
日
Y
B
S
営
業
推
進
局

０
５
５
（
２
３
１
）
３
１
３
３

０
５
５
（
２
３
１
）
３
１
０
７

第
20
回
竜
王
中
部
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

会
　
場

竜
王
中
部
公
民
館
・
玉
幡
小

学
校
校
庭

●
10
月
15
日
（
土
）

展
示
発
表
　
午
後
１
時
〜
４
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
10
月
16
日
（
日
）

開
会
式
　
午
前
９
時
〜
９
時
20
分

舞
台
発
表
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

展
示
発
表
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

子
ど
も
の
遊
び
・
図
書
室
コ
ー
ナ
ー

午
前
10
時
〜
正
午

模
擬
店
・
野
菜
の
販
売
　
午
前
10
時
〜

売
り
切
れ
次
第

・
竹
と
ん
ぼ
で
遊
ぼ
う

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

竜
王
中
部
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
　
　
　

こ
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー

受
付

当
日
、
会
場
に
て

定
員

１
０
０
人

参
加
料

無
料

対
象

幼
児
〜
小
学
生

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

第
１
回
甲
斐
市
文
化
協
会
文
化
祭

日
程

11
月
３
日
（
木
）
〜
４
日
（
金
）

開
会
式

11
月
３
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分

（
受
付
午
前
９
時
開
始
）

会
　
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
展
示
部
門

11
月
３
日
（
木
）
〜
４
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
た
だ
し
、
３
日
（
木
）
は
午
前
10
時
開

館
、
４
日
（
金
）
は
午
後
４
時
30
分
閉
館

会
　
場

敷
島
体
育
館

●
舞
台
部
門

11
月
３
日
（
木
）
〜
４
日
（
金
）

※
３
日
（
木
）
は
開
会
式
終
了
後
、
４
日

（
金
）
は
午
前
10
時
開
始

会
　
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

●
競
技
部
門（
囲
碁
・
将
棋
・
か
る
た
）

11
月
３
日
（
木
）
〜
４
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場

敷
島
総
合
文
化
会
館
ほ
か

●
実
技
部
門（
茶
道
）

11
月
３
日
（
木
）
〜
４
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
　
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…

文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

初
心
者
の
た
め
の
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

初
め
て
の
人
か
ら
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
人
ま
で
、
レ
ベ
ル
別
指
導
に
よ

り
、
安
心
で
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●地域の子どもたちと劇団フジが贈る
地域交流ミュージカル「オズの魔法使いと夢の国」
ドロシーを取り巻く楽しい登場人物たち

が織り成す夢と冒険のお話を、歌と踊りと
お芝居でお贈りします。劇団「フジ」とオ
ーディションで選ばれた地元の子どもたち
が共演します。お楽しみに。
日　時　10月２日（日）

１回目　午前10時30分開演
２回目　午後２時開演　
※各回30分前開場

入場料　おとな（高校生以上）1,000円　
こども（中学生以下） 500円　　全席自由

●ふれあいロビーコンサート
～フルートで奏でる名曲小品コンサート～
飯島和久（フルート）・小林範子（ピアノ）
「アヴェ・マリア」「五木の子守唄」「セレナーデ」「花のワル
ツ」等を趣向を凝らしたプログラムでお届けします。
日　時　10月16日（日） 午後２時開演
場　所　エントランスロビー
入場無料です。どなたでもお気軽にお越しください。

●アニメ映画会「ハッピーバースディー～命輝く瞬間～」
虐待から声を失った少女の悲しみから希望への再生の物語で

す。家族の大切さ、命の尊さを考えさせてくれる映画をぜひ親子
でご鑑賞ください。
日　時 10月23日（日） 午後２時上映開始
※無料ですが、入場方法についてはお問い合わせください。

●開館10周年記念「歌丸＋木久蔵二人会」
「笑点」を代表するお二人が会場を笑いの渦に巻き込みます。
日　時　12月４日（日）

午後１時30分開場　午後２時開演
入場料　前売2,000円　当日2,500円　全席指定

※上記のイベントのチケットはふれあい文化館事務室の他、各プ
レイガイドで扱っております。お早めにお求めください。
■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室

0551（20）3660

山
梨
県
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日
　
時

10
月
23
・
30
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
８
時
（
計
２
回
）

会
　
場

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
（
貸
し
切
り
）

対
象
者

市
内
在
住
者

定
　
員

50
人

講
　
師

県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
公
認
指
導
者

参
加
料

無
料

持
ち
物

ス
ケ
ー
ト
靴
（
レ
ン
タ
ル
有
り

２
０
０
円
）、
手
袋
、
帽
子

そ
の
他

現
地
集
合
（
15
分
前
に
集
合
）

受
付
開
始

10
月
３
日（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
受
付（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
双
葉

公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

市
体
育
協
会
ハ
イ
キ
ン
グ
部
主
催
の

自
然
観
察
路
（
甲
斐
市
下
福
沢
）
を
歩
く

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
族
や
友
達
同
士
で
自
然
と
触

れ
合
い
な
が
ら
紅
葉
の
甲
斐
市
を
満
喫

し
ま
し
ょ
う
。

日
　
程

10
月
23
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

敷
島
総
合
文
化
会
館
集
合
（
午
前
８
時

45
分
）
バ
ス
〜
自
然
観
察
路
入
口
（
午

前
９
時
20
分
）
〜
太
刀
抜
岩
（
午
前
10

時
20
分
）
〜
白
砂
山
（
午
前
11
時
）
〜

昇
仙
峡
パ
ノ
ラ
マ
台
（
正
午
）
昼
食
〜

昇
仙
峡
滝
上
（
午
後
２
時
30
分
）
バ

ス
〜
敷
島
総
合
文
化
会
館
到
着
予
定

（
午
後
３
時
）

場
　
所

自
然
観
察
路（
甲
斐
市
下
福
沢
他
）

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

30
人
（
受
付
先
着
順
）

申
込
受
付

10
月
３
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
に
て
受
付
開
始

参
加
料

無
料

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
タ

オ
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
１
回
甲
斐
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
・

秋
の
甲
斐
市
テ
ニ
ス
教
室

市
テ
ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
甲
斐
市

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
及
び
秋
の
テ
ニ
ス

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
回
甲
斐
市
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

日
時

10
月
16
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、
女

子
シ
ン
グ
ル
ス

10
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
ダ
ブ
ル
ス
は
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
雨
天
中
止

会
場

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

参
加
料

１
組

１
、
０
０
０
円
（
当
日

持
参
）

◆
一
般
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

10
月
11
日
〜
11
月
８
日
（
毎
週
火

曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

◆
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時

10
月
11
日
〜
11
月
８
日
（
毎
週
火

曜
日
・
計
５
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

◆
中
・
上
級
テ
ニ
ス
教
室

日
時

10
月
７
日
〜
11
月
４
日
（
毎
週
金

曜
日
・
計
５
回
）
午
後
８
時
〜
10
時

場
所

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
師

市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

参
加
資
格

市
内
在
住
者

参
加
料

各
教
室
２
、
０
０
０
円
（
５
回

分
）

定
員

各
教
室
20
人

持
ち
物

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ

申
込
期
日

大
会
及
び
各
教
室
の
前
日

ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

初
心
者
の
た
め
の

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

10
月
12
日
（
水
）
〜
11
月
23
日

（
水
）
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

（
毎
週
水
曜
日
・
11
月
９
日
（
水
）
を
除

く
計
６
回
）

場
　
所

敷
島
北
小
学
校
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
者

定
　
員

30
名

参
加
料

５
０
０
円

持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
　

館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

講
　
師

市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
員

申
込
み
　
当
日
会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
２
回
甲
斐
市
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

市
で
は
11
月
13
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

甲
斐
市
駅
伝
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。
支
部
及
び
オ
ー
プ
ン
（
家
族

や
グ
ル
ー
プ
）
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
紅
葉

の
甲
斐
路
で
競
い
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
受

付
・
10
時
ス
タ
ー
ト

場
所

甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

区
間

７
区
間
　
25
・
０
㎞
（
第
１
区

２
・
３
㎞
、
第
２
区
３
・
５
㎞
、
第

３
区
３
・
１
㎞
、
第
４
区
３
・
４
㎞
、

第
５
区
４
・
９
㎞
、
第
６
区
３
・
９

㎞
、
第
７
区
３
・
９
㎞
）

参
加
資
格

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
名
・
選
手
７

名
・
補
欠
２
名

計
10
名

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
竜
王

北
部
公
民
館
、
敷
島
総
合
文
化
会
館

窓
口
に
て
大
会
要
項
、
申
込
用
紙
を

受
け
取
り
10
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口
に
て
申
し
込
み

（
F
A
X
可
）

※
要
項
・
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
コ
ー

ス
な
ど
大
会
の
詳
し
い
内
容
は
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
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だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
双
葉
公

民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５

６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

行
政
相
談
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

10
月
17
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

国
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ
る
、

こ
う
し
て
ほ
し
い
、
苦
情
の
対
応
に
納
得

が
い
か
な
い
、
手
続
き
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
関
係
で
制
度
や
仕
組
み
が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日
　
時

10
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
　
所

竜
王
北
部
公
民
館

こ
れ
以
外
に
定
例
の
市
民
相
談
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
行
政
評
価
事
務
所

（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

日
　
時

10
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
　
所

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

相
談
内
容

土
地
や
建
物
の
登
記
、
土
地
の
境
界
、

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
婚

姻
・
離
婚
・
親
権
・
扶
養
、
借
地
・

借
家
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰

な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
方
法
務
局

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
３

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
（
音
声
ガ
イ

ド
）
で
も
登
記
・
供
託
の
手
続
き
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
トhttp://info.m

oj.go.jp

音
声
ガ

イ
ド

０
５
５
（
２
４
０
）
６
０
２
７

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
　
時

10
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
　
場

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
田
富
町
）

相
談
内
容

事
業
主
、
従
業
員
か
ら
の

労
働
問
題
、
年
金
・
健
康
保
険
・
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
に
つ
い
て
の
手

続
き
や
請
求
方
法
、
就
業
規
則
の
作

成
・
改
正
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、

育
児
・
介
護
休
業
制
度
、
公
的
助
成

金
の
請
求
な
ど

相
談
員

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会

会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
社
会
保
険
労
務
士
会
事
務
局

０
５
５
（
２
５
３
）
４
０
０
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

遺
言
、
相
続
、
契
約
書
、
会
社
設
立

な
ど
の
公
の
機
関
に
提
出
す
る
書
類
な

ど
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約

は
い
り
ま
せ
ん
。

入札結果 

山
梨
県
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日
時

10
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

会
場

竜
王
北
部
公
民
館
第
２
会
議
室

相
談
員

山
梨
県
行
政
書
士
会
甲
府
北

支
部
会
員

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
行
政
書
士

会
　

０
５
５
（
２
３
７
）
２
６
０
１

０
５
５
（
２
３
５
）
６
８
３
７

公
益
通
報
者
保
護
法
に
関
す
る
説
明
会

公
益
通
報
者
保
護
法
と
は
…

企
業
に
お
け
る
法
令
違
反
を
労
働
者

が
通
報
し
た
場
合
、
解
雇
等
の
不
利
益

な
取
扱
か
ら
保
護
し
、
企
業
の
法
令
遵

守
経
営
を
強
化
す
る
た
め
の
法
律
で
、

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

日
時

10
月
11
日
（
火
）

・
事
業
主
向
け
説
明
会

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　

・
労
働
者
、
一
般
県
民
向
け
説
明
会

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
　

会
場

山
梨
県
自
治
会
館
講
堂

申
込

事
前
に
電
話
に
よ
る
申
込
が
必

要
で
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
企
画
部
新
行
政
シ
ス
テ
ム
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
６
３
７

一
般
競
争
入
札
に
よ
る

国
有
地
の
売
払
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
富
士
川

砂
防
事
務
所
で
は
、
市
内
に
所
在
す
る
国

有
地
１
物
件
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札

を
実
施
し
ま
す
。

所
在
地

甲
斐
市
大
字
中
下
条
字
前
田
１

１
９
６
ー
２
　
地
目

宅
地
　
用
途
地
域

一

種
住
居
　
数
量
７
５
４
・
１
３
㎡

入
札
の
時
期
は
11
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
富
士
川
砂
防
事
務
所
総

務
課
　

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
０

８
菊
づ
く
り
教
室

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
菊

づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
週
１
回
か

ら
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

対
象
者

要
介
護
認
定
者

定
員

10
人

講
師

池
上
龍
二
（
日
本
菊
花
協
会
元
理

事
審
査
員
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
わ
た
ぼ
う
し
　

０
５
５

（
２
７
６
）
８
８
１
０

裁
判
員
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん

の
協
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で

す
。
平
成
21
年
ま
で
に
始
ま
る
こ
の
制

度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
甲
府

地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
「
法
の
日
」

週
間
の
行
事
と
し
て
、「
裁
判
員
制
度
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
開
催

甲
府
市
最
大
の
ま
つ
り
「
甲
府
大
好
き

ま
つ
り
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
音

楽
隊
、
山
車
、
き
や
り
、
大
人
・
子
ど
も

み
こ
し
、
大
好
き
音
頭
、
ビ
ー
ト
to
ビ
ー

ト
の
各
連
、
総
勢
２
０
０
０
名
が
甲
府
市

中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。
当
日
は
、

飛
び
入
り
参
加
も
大
歓
迎
。

日
　
時
　
10
月
８
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
７
時
頃

場
　
所
　
舞
鶴
城
公
園
・
中
央
商
店
街

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
大
好
き
ま
つ
り

実
行
委
員
会

事
務
局

０
５
５（
２

３
７
）５
７
０

２第
17
回
昭

和
町
ふ
る

さ
と
ふ
れ

あ
い
祭
り

町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
町
立
総
合
体
育
館

で
開
催
し
ま
す
。

第
17
回
を
迎
え
る
今
回
は
「
プ
リ
ン
セ

ス
天
功
シ
ョ
ー
」「
魔
法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ

ャ
ー
シ
ョ
ー
」、
各
種
団
体
に
よ
る
出
店
な

ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
物
が
行
わ
れ
ま

す
。

日
　
程
　
10
月
９
日
（
日
）

会
　
場
　
昭
和
町
立
総
合
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
は
…

昭
和
町
役
場
企
画
行
政
課
企
画
係

０
５
５（
２
７
５
）２
１
１
１

第
27
回
田
富
町
稲
穂
ま
つ
り

日
　
程

11
月
３
日（
木
）文
化
の
日

場
　
所

田
富
町
ふ
る
さ
と
公
園

内
　
容

神
輿
パ
レ
ー
ド
、
稲
穂
太
鼓
、
郷

土
芸
能
「
粘
土
節
」、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

（
保
育
園
）、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…

田
富
町
稲
穂
ま
つ
り
実
行
委
員
会

０
５
５（
２
７
４
）７
１
１
２

16
ミ
リ
映
写
機
等

操
作
技
術
講
習
会

日
　
時

10
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）

(

3
日
間
）
午
後
６
時
30
分
〜
9
時
30
分

会
　
場

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

３
階
講
堂（
甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23
）

募
集
人
数

15
人

受
講
資
格

甲
府
市
、
甲
斐
市
（
旧
竜
王

町
・
旧
敷
島
町
）、
玉
穂
町
、
昭
和
町
、

田
富
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
一
般

成
人

受
講
料
等

受
講
は
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の

１
、
４
０
０
円
は
自
己
負
担
）

講
　
師

山
梨
県
峡
中
教
育
事
務
所
職
員

研
修
科
目

視
聴
覚
教
育
概
論
、
情
報
モ

ラ
ル
、
16
ミ
リ
映
写
機
の
操
作

申
込
方
法

電
話
申
込（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合
　

０
５
５（
２
２
８
）７
６
４
１

山
梨
県
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日
　
時

10
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

２
階
２
号
法
廷

内
　
容

ビ
デ
オ
上
映

募
集
人
員

50
人

申
　
込

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総
務
課
庶

務
係０

５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
１

第
11
回
ブ
リ
ー
ズ
美
術
展

〜
峡
北
の
美
術
家
た
ち
〜

多
く
の
美
術
家
た
ち
の
絵
画
、
彫
刻
、

陶
芸
、
書
道
な
ど
一
流
の
作
品
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。
韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
館

長
の
岸
ユ
キ
さ
ん
の
作
品
も
特
別
出
品

の
予
定
で
す
。

日
　
時

11
月
16
日
（
水
）
〜
11
月
30
日

（
水
）（
月
曜
休
館
）
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
土
日
祝
日
は
７
時
ま
で
）

場
　
所

韮
崎
市
文
化
ホ
ー
ル
美
術
展

示
室

入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
ふ
る
さ
と

振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
１
３
５
４

山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

地
域
貢
献
事
業
「
講
演
会
」

山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
の

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、「
緩
和
ケ
ア
の

現
場
か
ら
〜
在
宅
と
有
床
診
療
所
で
の

終
末
期
医
療
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
水
）

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

場
　
所

山
梨
大
学
医
学
部
臨
床
小
講
堂

講
　
師

医
療
法
人
「
ど
ち
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
理
事
長
・
「
玉
穂
ふ
れ

あ
い
診
療
所
」
院
長
　
土
地
邦
彦
氏

入
場
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

０
５
５
（
２
７
３
）
９
３
５
７

「
子
ど
も
の
急
病
」

〜
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
〜

日
本
小
児
科
学
会
の
「
こ
ど
も
の
健

康
週
間
」
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
と

関
わ
る
家
族
や
保
育
関
係
者
を
対
象
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
23
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
　
所

山
梨
大
学
医
学
部
臨
床
大
講
堂

内
　
容

・
「
こ
ど
も
の
急
病
」

〜
注
意
す
べ
き
症
状
〜

山
梨
厚
生
病
院
小
児
科
　

池
田
久
剛
先
生

・
「
小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
を
ど
う

利
用
す
る
か
」

横
田
医
院
小
児
科
　
原
ま
ど
か
先
生

入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
大
学
医
学
部
小
児
科

０
５
５
（
２
７
３
）
９
６
０
６

山
梨
県
立
中
央
病
院
小
児
科

０
５
５
（
２
５
３
）
７
１
１
１

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

全国地域安全運動
近年、国際化・高度情報化等の著しい進展、

地域社会の連帯意識の希薄化など様々な要因に
より犯罪が増加傾向にあり、安全で安心して暮
らせる地域社会を実現するため、本年４月１日
に「山梨県安全・安心なまちづくり条例」が施
行されました。
警察では、各種犯罪を防ぎ、県民のみなさん

が安全で安心して暮らせるまちづくりを推進す
るため、市町村、防犯協会等の関係機関・団体
と連携を図りながら地域安全活動を展開してお
ります。
こうした活動をみなさんに知っていただきな

がら、地域安全活動がさらに拡大することを願
い「みんなで築こう　安全・安心　やまなしけ
ん」をスローガに、10月11日（火）から20日（木）
までの10日間、「全国地域安全運動」を行います。
甲斐市から犯罪をなくし、安全で安心して暮

らせる地域社会の実現のため、「全国地域安全運
動」にご協力をお願いします。

夕暮れ時の早めのライト点灯を
ドライバーのみなさん、車のライト、何時か

ら点けていますか？
夕暮れ時は、人・車ともお互いが見えにくく

なり、そのため、一瞬の発見の遅れが交通事故
につながります。
夕暮れ時に発生する交通事故の中で、歩行者

が被害に遭う交通事故は全体の約３割を占めて
います。
夕暮れ時、暗くなる30分前から車のライトを

点灯し、歩行者や対向車などに存在を早く知ら
せることにより交通事故を未然に防止しましょ
う。
自転車も反射材を貼り付けるとともに、必ず、

ライトを点けましょう。また、歩行者のみなさ
んは、明るい服装で反射材を付けましょう。
10月中におけるライト点灯の目安時間は、午後
４時30分です。
みなさん「マナーアップ　爽快（総甲斐）ドラ

イブ！トワイライト　ON！」運動の推進にご協
力をお願いします。
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甲斐市では、住民の健康保持、及び自然環境保
全のため、各種環境測定を実施しています。
●河川水質検査

河川の水質検査について、上流域では概ね良好
な結果のなりました。下流域についてはＢＯＤが
環境基準を超える数値を示したところがありまし
た。
河川の検査項目の数値は、季節による水温や流

量などの影響を受けやすく大きく変動します。夏
期に水量が増加するための希釈、冬期に水量が減
少するための濃縮があると考えられます。
ＢＯＤについては、冬期に水量が少なく水温が

低下する影響で高い数値になったと考えられます。
経年の測定結果と比較すると概ね良好に推移し

ています。一概にはいえませんが、下水道の整備

などにより、河川への生活排水の流入が減少して
いることが考えられます。（下水道普及率52パー
セント：平成17年３月末）
しかしながら、環境基準を達成していない河川

もあります。家庭からの排水をできるだけ少なく
し、使用する洗剤の量を減らすなど、一人ひとり
が河川浄化の意識を持ち、良好な水環境づくりに
ご協力ください。

●焼却灰浸出水ダイオキシン類測定

●土壌ダイオキシン類測定

測定単位について

pg（ピコグラム）…１兆分の１グラム

TEQ（毒性等量）…ダイオキシン類全体の毒性を評価

するための係数

迷い犬の対応について
●飼い犬がいなくなったら…
市役所または警察で保護している場合がありま

す。すぐに連絡してください。連絡するのを忘れ
たばかりに処分されてしまうこともありますので、
まず連絡してみましょう。
●迷子犬を保護したら…
犬が落ち着いてから、身元を示すものがないか、

ネームプレートや鑑札、首輪などをチェックし連
絡をお願いします。
●迷い犬にならないために…
・鑑札や狂犬病予防注射済票を首輪に付ける
・電話番号や飼い主名を首輪に縫い付ける
・いなくなったらすぐに探す
飼い犬は、ただ単に餌を与えるだけでなくきち

んとしつけをし、責任を持って世話をしましょう。
■連絡先は…
山梨県動物愛護指導センター 055（273）5034
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

犬の排せつのしつけはしていますか

・ｐＨ値（水素イオン濃度）…水の酸性、アルカリ性を
あらわしている。７付近が中性であり、酸性は数字

が小さく、アルカリ性は数値が大きい。

・電気伝導率…電気の通り易さを示す数値で、イオンの

種類、濃度によって決まる。数値の大小により、汚

濁の大小が決まるわけではない。温泉水の中には、

100を超える数値のものもある。

・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…水中の汚れを微生

物が分解されるときに消費される酸素量を示す。

（数値が大きいほど水が汚れている）

・ＳＳ（浮遊物質）…水中に浮遊する小粒状物の総称。

濁りの原因になっている物質の量を示す。降雨、工事

などの影響を大きく受け、変動が大きい。

◎平成16年度各種環境測定結果

公園や道路にフンが多く利用者や周囲の人
が非常に迷惑しています。犬の散歩中のフン
は、飼い主が責任をもって持ち帰りましょう。
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せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん

定枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
10月は次の日がお休みです。
毎週金曜日、祝日（10日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入
り口）
日程
10月は次の日がお休みです。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（10日）

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
せん定枝の長さは２メートル以下、直径10セン

チメートル以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、及び草等は受入しませんので注意してく
ださい。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。せん定枝受け入れ時
間中であればいつでも取に来ていただいて結構で
す。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

マイバッグキャンペーンにご協力を
マイバッグキャンペーン（買い物袋持参運動）とは…
国民１人が買い物の時、スーパーなどから受け

取るレジ袋は、乳幼児を除いて年間約300枚、山
梨県内では約２億5,000万枚となります。
レジ袋を１枚作るために石油が約18.3ミリリッ

トル必要ですから、２億5,000万枚ですと約457
万リットル。これは200リットルドラム缶で約
22,000本分になります。
この運動は、自分の買い物袋を持参したり、レ

ジ袋を繰り返し使用することなどにより、使用さ
れるレジ袋の削減と、ごみに関する意識啓発、使
い捨てのライフスタイルの転換を図るための運動
です。
キャンペーン強調月間：10月1日～10月31日
取り組み内容

＊お買い物には、買い物袋を持参しましょう。
＊レジ袋は、くり返し使いましょう。
＊一度使ったレジ袋は、たたんで車やハンドバッ
グなどに入れておきましょう。

＊スーパー等のレジでは、レジ袋を辞退しましょう。
＊包装はできるだけ断りましょう。
＊友人などへ、買い物袋の持参、簡易包装への協

力を呼びかけましょう。
■問い合わせは…山梨県森林環境
部循環型社会推進課　
055（223）1506
055（223）1507

取り組もう「アイドリング・ス
トップ」

平成17年10月1日に施行される「山梨県生活環境
の保全に関する条例」において、アイドリング・
ストップが義務化されました。
○「アイドリング・ストップ」ってなに
不必要なときに自動車のエンジンをかけっぱな

し（アイドリング）にしないことです。
エンジンをかけている間に自動車から出る排気

ガスの中には、大気汚染の原因となる物質（窒素
酸化物や粒子状物質）や、地球温暖化の原因とな
る二酸化炭素が含まれていて、環境破壊の大きな
要因となっています。
○誰がどんなことを守らなければいけないの
・自動車を運転する人：アイドリング・ストップ
・事業者：アイドリング・ストップの周知や指導
・駐車場管理者：アイドリング・ストップの周知
○どんなときにアイドリング・ストップしなけれ
ばいけないの
自動車を「駐車」（道路交通法上の駐車）している

間です。
例えば…
・駐車場などで誰かを待っているとき
・荷物の積み下ろしで５分以上停車するとき
・サービスエリアなどで休憩したり、仮眠をとる
とき

※信号待ち、電車の通過待ちのために停車する場
合などは義務対象となりません。

※罰則規定のない義務規定です。
○例外規定について
人命・災害に関わる緊急な場合などは駐車中で
もエンジンをきる必要はありません。

例えば…
・救急車やパトカーなどの緊急時自動車が、緊急
用務に使用されているとき

・保冷貨物自動車、クレーン自動車、コンクリー
トミキサー車など、エンジンを稼動していない
と使用できなくなってしまう特殊な機能を使用
している場合
アイドリング・ストップは身近にできる地球温

暖化防止活動の１つです。
ほんの５秒のアイドリング・ストップでも省エ

ネ効果があります。
美しい地球環境を守るため、一人ひとりができ

ることから始めてみましょう。
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受付時間 
①午前9時30分～10時 
②午後1時30分～2時 
③午後3時～3時30分 
 
■問い合わせは… 
健康増進課(敷島庁舎1階)　　055(277)4735



36

　



37



38


